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10周年記念事業のご案内 日時：平成22年11月23日(火)　午後１時30分より
場所：淡路夢舞台国際会議場Ceremony for 10th Anniversary of KRC

　平成13年(2001年)４月に開校した本校は本年、
創立10年目を迎えました。この間、630余名の卒業
生を世に送り出し、リハビリテーション医療のセラピ
ストとして活躍し、医療界に貢献しています。
　節目にあたる年を迎え、本校の母体である特定医療
法人社団順心会と併催で創立10周年記念行事を開催
することにいたしました。日時と会場は11月23日
(祝日)、淡路夢舞台国際会議場に決まりましたが、内
容は現在、10周年記念事業推進委員会で記念式典、
記念講演、フォーラム、記念誌の発刊が検討されて
おり、詰めの段階に入っているところです。詳しい
内容は次号に掲載しますが、特にフォーラムは多方面
で活躍している本校卒業生の臨床活動や報告などを盛
り込んで、このフォーラムから現在及び将来のリハビ
リテーション医療のあるべき姿が見えてくれば幸いと
思っています。

創立10周年　－さらに前進　飛躍の年を迎えて－

校 長　　島　田　桂　吉　

第１部 第２部

懇親会

フォーラム

基調講演

記念式典
●開　　式
●校長あいさつ
●理事長あいさつ
●来賓祝辞
●校長謝辞
●閉　　式

テーマ：「臨床家としての歩み」
パネル：理学療法学科
　　　　作業療法学科
　　　　言語聴覚学科

演　者：（交渉中）



新入生宿泊研修に参加して
期待と寂しさと少しの不安背負い

作業療法学科１年 前　野　直　樹
(兵庫県立洲本実業高等学校卒)

　入学してすぐに新入生宿泊研修が行われました。クラス
全体にまだまとまりがなく、仲の良い友達もいない状態で
の研修でした。しかし、一泊二日という短い時間でしたが
たくさんの交流をすることが出来ました。カッター研修で
は、舟全体で声を掛け合い頑張りました。部屋に戻ると知
らない人と同じ部屋でしたが、少しずつ話しているうちに
緊張感も無くなって仲良くなりました。次の日のウォーク
ラリーでは、班で協力し合い、地図を見てそれぞれの意見
を言い、班全体で取り組むことが出来ました。
　今回の研修に参加し、色々な人との交流を深めることが
出来たので大変有意義だったと思います。

　本校の自治会は各学科の２年生５名で、活動しています。
　主な活動は、10月に行われる学年祭、球技大会の準備
や運営や、部活のサポート、学校を面白くするためのミー
ティングや呼びかけです。
　自治会はあくまでみんなのサポート役です。自治会の行
うすべての活動はみなさんの理解と協力の上で成り立って
いるというスタンスです。
　より現実的に実行するための活動とサポートをしたいと
いう思いから目安箱の設置も開始致しましたので、ご要望
等あれば気軽に利用して下さい。自治会員への直接の声掛
けでも結構です。宜しくお願い致します。

　毎年恒例で行われている自治会主催の新入生歓迎BBQ
が、４月17日に開催されました。
　学科同士だけでなく、他学科との交流の様子もみられ、
友好的な雰囲気でのBBQとなりました。より多くの仲間
から与えてもらった刺激は自分を助け、きっとセラピスト
としての成長にも繋がることでしょう。
　学校で作った友人は自分自身の何よりの財産となりま
す。そのきっかけとしてこのような歓迎会を開催したこと
は有意義なものになったでしょう。

学生自治会より

平成22年度　新入生歓迎BBQ

会　長　池　上　アカリ（言語聴覚学科・兵庫県立千種高等学校卒）
副会長　福 井 良 太（理学療法学科・兵庫県立三田西陵高等学校卒）
会　計　片　岡　　　満（言語聴覚学科・徳島県立阿波高等学校卒）
　〃　　清　水　修　司（言語聴覚学科・兵庫県立三原高等学校卒）
書　記　新　見　哲　也（作業療法学科・兵庫県立洲本高等学校卒）



　真新しいケーシーに袖を通した10期生がとても「う
いういしく」感じられました。本年で２回目となる「着
衣式」ですが、入学時の志を忘れず、気持ちを引きしめ
る場となることを期待します。プロフェッションとは、
社会的に承認された職業です。学生という立場に甘えず、
PT・OT・STの知識や技術の習得に励んでいただきた
いと思います。

　作業療法士は、作業を媒体にして、それを対象者の方々
に対して治療として提供しています。簡単に言うと、人が
行う生活上のすべてのことを治療として使うことになるん
です。　
　園芸を行う上での作業工程自身は、それほど多いもので
はないのですが、ベースとなる土作りから収穫までの作業
日数に随分かかるところが他の作業と大きく違うところで
しょうか？園芸自身は以前から作業療法学科の授業の中で
行われていましたが、昨年度より活動の幅を広げるため部
としても立ち上げました。今年度は、理学療法学科、言
語聴覚学科にも広がり、学校の部活動としての存在も高く
なってきていることを感じています。何よりも学生の笑顔
を見ることが出来ること、これが何よりも顧問としてうれ
しいことなのです。

キャンパスレポート

部活動紹介 ［園芸部］

作業療法学科教員　園芸部顧問　　河　田　哲　也　

ケーシー型白衣「着衣式」
プロフェッショナルを目指して

第２回 AED合同講習会
アンケート結果について

　今年で２回目になる看護医療大学とのAED合同講習会
のアンケート結果を発表します。

参加してよかった！ 役に立った！ よかった！

98.5％ 99.5％ 93.5％

　私は学校業務以外に週1回、順心病院へ臨床業務に行かせて頂
いております。
学生の実習期間中は、臨床現場で直接治療の技術指導を行った
り、レポート作成のアドバイスをしております。また、技術や知
識面だけでなく、医療人として適切な言葉や振る舞いで患者様と

【現場レポート】【３年生　臨床実習を終えて】

今回の臨床実習を終えて一
番印象に残っていることは、寝
返りもできない状態だった患者
様がリハビリを続けた結果、少
しではありましたが歩けるよ
うになったことで泣いて喜んで
いたことです。また、担当させ
て頂いた患者様も歩行練習を楽

理学療法学科３年 雨　堤　史　晃
(兵庫県立志知高等学校卒)

理学療法学科 専任教員　　水　谷　貴　佐　

しみにされており、患者様にとって「歩く」という
ことがこんなにも嬉しいものなのだと実感し、理学
療法士になりたいという気持ちがさらに高まりまし
た。実習は確かに大変ですが、患者様の「喜ぶ顔」
を見ることを目標にこれからも頑張っていきたいと
思います。

接することができて
いるのか確認し、そ
の他あらゆる面で相
談に乗ることもあり
ます。学生が実習を
乗り越えて成長して
いく過程をみること
は、私にとっても大
変嬉しいことであり
ます。
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関西総合リハビリテーション専門学校

人にやさしい人になる

　医療法人社団順心会は、リハビリテーション医療の
仕事に就きたいという強い意欲を持つ人を経済的にも
支援するため、初年次の授業料・施設整備費・施設実
習費を免除しています。
　この度、母体である「医療法人社団順心会」による
優秀な学生のため経済的支援を取り入れた「特待生入
学制度」を導入いたしました。

⑴ 高等学校を平成23年３月卒業見込の者及び
　 平成22年３月卒業した者
⑵ 国公立の受験生(学部学科は問いません)

初年次入学金30万円のみで入学
３年間の修学費用 1,800,000円

編集後記

医療法人社団順心会が

で経済的支援
「特待生制度」

出願資格
＊詳細についてはお問い合わせ下さい。

　学生支援センターが設置され１年が来ようとしていま
す。１年の間には、学校に対する要望、要求、苦情、対人
関係等様々な意見やメールが寄せられました。　
　又３年生は、就職に向けての面接の練習にも来られまし
た。多くの悩みをかかえる学生の心の大切さを知り、一人
ひとりの語りに耳を傾け、一緒に考えていきたいと思いま
す。意見箱、メール等どんどん利用してください。

地域との関わり

学生支援センターより

　今回の巻頭でKRCの10周年事業のご案内をいたしましたが、直
前の秋－冬号でさらに詳しい内容をお届け出来ればと思います。
　地域に開かれた教育施設として今後も発展していけますように引
き続きご支援ご鞭撻よろしくお願いいたします。

　今回、淡路市では高齢者の健康づくり、介護予防と
して「いきいき100歳体操」を実施していくこととな
りました。そのスタートとしてモデル事業を東浦地区
で開催することになりました。淡路市ではこの体操を地
域に広めて、１人でも多くの元気な方を増やしていきた
いと願っています。場所は東浦カーネーションホームで
週２回、午前９時30分から11時まで、40名程度の参
加者がおられます。参加者の10%は虚弱高齢者（要支
援）となっており、その方々の機能向上、またその他の
90%の方々は介護保険を利用することなく、元気に生
活を続けていけることが目的です。今回この事業には、
体操の説明や身体機能面の評価に関わらせて頂くことと
なり、５月26日に作業療法学科2年生とともに参加者
の評価を行ないました。今後も中間評価、最終評価を行
ない身体機能面の維持、向上できていることと、体操が
継続できることに期待しています。学生も学校で評価の
練習し、地域高齢者と触れ合う機会ができ、病院・施設
で出会う方々と違うことにも気づきいい経験になったよ
うです。今後も、地域との連携が図れるような関わりが
重要であると感じました。

いきいき100歳体操（東浦地区モデル事業）に関わって

作業療法学科 専任教員　　冨　本　紘　之　


